
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選

No.643
10

坂
上
の
寺
の
小
さ
な
展
示
館

ほ
こ
り
ま
み
れ
の
資
料
が
ね
む
る
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

点
滅
の
青
信
号
を
小
走
り
に

駆
け
て
ゆ
く
朝
吐
く
息
白
し
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

真
夜
中
に
目
覚
め
て
ラ
ジ
オ
の
ダ
イ
ヤ
ル
を

回
せ
ば
聞
え
る
昭
和
の
メ
ロ
デ
ィ
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

何
も
か
も
放
り
出
し
た
い
時
も
あ
る

放
り
出
せ
ぬ
と
わ
か
っ
て
い
る
が
　
　
　
　
　
八
2

小
亀
美
江
子

秋
晴
れ
の
陽
ざ
し
背
に
し
て
土
い
じ
り

ほ
ん
の
り
と
土
の
香
は
立
ち
て
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

ふ
る
里
は
人
の
ま
ば
ら
に
昼
の
虫
　
　
　
　
　
桜
6

豊
田
ト
ヨ
子

下
戸
に
し
て
閑
居
に
こ
も
り
土
瓶
蒸
し
　
　
　
里
　
　
石
田
　
実

秋
霖
の
迷
路
め
き
た
る
根
津
谷
中
　
　
　
　
　
桜
5

福
田
美
代
子

床
の
下
真
鯉
の
泳
ぐ
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
木
下
　
洋
子

山
門
に
な
だ
れ
て
を
り
ぬ
萩
の
花
　
　
　
　
　
坂
2

栗
田
　
節
子

色
草
の
中
に
野
良
猫
入
り
ゆ
け
り
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

山
裾
の
棚
田
縁
取
る
彼
岸
花
　
　
　
　
　
　
　
南
3

星
野
は
る
ひ

花
野
に
て
夕
べ
の
雨
に
追
は
れ
け
り
　
　
　
　
里
　
　
石
田
　
磯
吉

球
根
を
埋
め
て
春
の
夢
を
追
う
　
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
レ
イ

胸
の
う
ち
語
る
相
手
は
う
ら
な
い
師
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

ス
ポ
ー
ツ
界
若
い
選
手
に
胸
は
沸
く
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

新
聞
に
句
種
を
拾
ふ
朝
た
の
し
　
　
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

花
の
あ
る
路
を
選
ん
だ
万
歩
計
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
左
吉

ド
ラ
イ
バ
ー
頭
の
中
に
地
図
を
持
ち
　
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
な
か
散
歩
す
る
　
　
　
　
里
　
　
磯
貝
　
定
子

幼
年
の
時
代
を
語
る
八
十
路
達
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
秋
山
　
静
江

※
問
合
せ
は
、
川
口
税
務
署
1
2

5
2
・
5
1
4
1
、
西
川
口
税
務

署
1
2
5
3
・
4
0
6
1

B

非
常
勤
職
員
募
集

採
用
期
間

23
年
2
月
1
日（
火
）

〜
3
月
31
日
（
木
）
の
平
日

勤
務
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5

時
ま
で
の
5
〜
7
時
間
以
内

勤
務
内
容

パ
ソ
コ
ン
入
力
、
書

類
整
理
、
案
内
等

時
　
給

8
6
0
円
（
一
部
交
通

費
補
助
有
り
）

定
　
員

川
口
税
務
署
50
人
程

度
、
西
川
口
税
務
署
30
人
程
度

申
込
み

事
前
に
希
望
す
る
税
務

署
に
連
絡
の
う
え
、
写
真
付
履
歴

書
を
持
参
。
面
接
あ
り
。

B

確
定
申
告
会
場
を
設
置

川
口
税
務
署
お
よ
び
西
川
口
税

務
署
合
同
で
実
施
す
る
確
定
申
告

作
成
会
場
を
次
の
と
お
り
設
け
ま

す
。（
両
税
務
署
庁
舎
内
に
は
設

置
さ
れ
ま
せ
ん
）

期
　
間

23
年
2
月
14
日
（
月
）

〜
3
月
15
日
（
火
）、
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
（
土
・
日
を
除
く
。

た
だ
し
2
月
20
日
お
よ
び
2
月
27

日
の
日
曜
は
開
設
し
ま
す
）

場
　
所

S
K
I
P
シ
テ
ィ
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

※
混
雑
状
況
に
よ
り
受
付
終
了
時

間
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

B

相
続
、贈
与
等
に
係
る
生
命
（
損

害
）
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年

金
の
税
務
上
の
取
扱
い
の
変
更

相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た

生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約

等
に
係
る
年
金
の
所
得
税
の
取
扱

い
を
改
め
た
た
め
、
所
得
税
の
還
付

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
リ
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
か
ら
、
雇
用
保
険
の
加
入

手
続
き
が
漏
れ
て
い
た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
雇
用
保
険
料
が
給
与
か

ら
天
引
き
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
書

面
に
よ
り
確
認
で
き
る
場
合
に

は
、
2
年
を
超
え
た
期
間
に
つ
い

て
も
、
雇
用
保
険
に
遡
っ
て
加
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
口
1

2
5
1
・
2
9
0
1

日
　
時

12
月
24
日
（
金
）
午
後

2
時
〜
3
時
半

場
　
所

や
す
ら
ぎ

会
館

内
　
容

皆
さ
ん
で

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
20
人

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

「
フ
ッ
ト
ケ
ア
〜
健
康
な
足
で

い
つ
ま
で
も
元
気
に
歩
こ
う
」
足

や
爪
の
手
入
れ
、
靴
の
選
び
方
等

健
康
な
足
を
保
つ
方
法
や
正
し
い

歩
き
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

12
月
16
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

講
　
師

山
田
鉄
也
氏
（
F
S
I

西
武
池
袋
フ
ッ
ト
ケ
ア
サ
ロ
ン
所

属
フ
ス
フ
レ
ー
ガ
ー
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
30
人

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

持
ち
物

歩
き
や
す
い
靴
（
身
体

を
動
か
し
や
す
い
服
装
で
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・

1
2
5
0

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

第
5
回

認
知
症
予
防
教
室

雇
用
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

必ずチェック最低賃金必ずチェック最低賃金
埼玉県最低賃金が、10月16日か

ら時間額750円に改正されました。
なお、特定の産業については別途
産業別最低賃金が適用されます。
詳細はお問い合せください。
問合せ　埼玉労働局賃金室104
8－600－6205、川口労働基準監
督署1252－3773

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン



部
＝
1
時
〜
3
時

場
　
所

や
す
ら

ぎ
会
館

講
　
師

仲
野
陽

華
氏
（
書
聖
会
師
範
）

対
　
象
　
小
学
生
約
15
人

費
　
用

1
0
0
0
円

申
込
み
・
問
合
せ

仲
野
1
0
8

0
・
1
1
1
5
・
6
2
1
1

日
　
時

12
月
26
日
（
日
）
午
前

9
時
か
ら

場
　
所

中
央
公
民
館
大
会
議
室

競
技
方
法

段
級
別
リ
ー
グ
戦

費
　
用

1
0
0
0
円（
昼
食
付
）

申
込
み

当
日
会
場
で

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
囲
碁
連
盟
・
栗

原
1
2
8
1
・
3
1
2
2

申
込
み

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
12
月
10
日

（
金
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
F

A
X
で
。

問
合
せ

協
議
会
事
務
局
・
加

藤
、
〒
3
3
4
｜
0
0
5
8
川
口

市
安
行
領
家
5
3
0
、
1
6
2
9

6
・
2
7
0
9

県
内
の
飲
食
店
等
で
就
業
し
て

い
る
調
理
師
の
方
は
、
12
月
31
日

現
在
の
氏
名
、
免
許
番
号
、
従
事

す
る
施
設
名
等
を
23
年
1
月
15
日

（
土
）
ま
で
に
県
調
理
師
会
へ
届

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

県
健
康
づ
く
り
支
援
課

1

0
4
8
・
8
3
0
・
3
5
8

5
、
県
調
理
師
会
1
0
4
8
・
8

6
2
・
6
4
4
3

対
　
象

乳
幼
児
お
よ
び
小
・

中
・
高
等
学
校
、
各
種
学
校
等
に

在
学
す
る
平
成
4
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
交
通
遺
児
等
の
方

（
同
居
世
帯
の
所
得
制
限
あ
り
）

給
付
額

対
象
者
1
人
に
つ
き
年

額
10
万
円

給
付
時
期

23
年
4
月
末
日

申
込
み

1
月
末
日
ま
で

※
詳
細
は
、
市
役
所
、
学
校
等
に

あ
る
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

1
0
4
8
・
8
3
0
・
2
9
5
8

日
　
時

12
月
25
日
（
土
）、
午

前
の
部
＝
10
時
〜
正
午
、
午
後
の

議
会
で
は
、
安
行
地
域
な
ら
で
は

の
情
報
や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
、

旅
の
素
敵
な
思
い
出
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座

を
行
い
ま
す
。

日
　
時

12
月
18
日
〜
23
年
3
月

19
日
の
土
曜
の
う
ち
全
6
回
、
午

後
1
時
半
〜
3
時
半
（
1
月
15
日

は
体
験
ウ
ォ
ー
ク
、
午
前
9
時
〜

午
後
3
時
）

場
　
所

安
行
東
公
民
館
ほ
か

対
　
象
　
中
学
生
以
上
で
、
全
講

座
に
出
席
で
き
、
安
行
を
愛
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
活
動
に
参

加
意
向
の
あ
る
方
30
人

費
　
用

1
0
0
0
円（
資
料
代
）

問
合
せ

川
口
保
健
所
1

2
6

2
・
6
1
1
1
6
2
6
1
・
0
7

1
1東

京
入
国
管
理
局
さ
い
た
ま
出

張
所
が
移
転
し
ま
し
た
。

移
転
先

さ
い
た
ま
市
中
央
区
下

落
合
5
〜
12
〜
1
さ
い
た
ま
第
2

法
務
総
合
庁
舎
1
階
1
0
4
8
・

8
5
1
・
9
6
7
1

安
行
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
協

日
　
時

1
月
14
日
（
金
）
午
後

2
時
半
〜
4
時

場
　
所

川
口
保
健
所

講
　
師

岩
崎
拓
哉
氏
（
禁
煙
ス

タ
イ
ル
主
宰
）

対
　
象
　
飲
食
店
の
経
営
者
お
よ

び
従
業
員
等
60
人

内
　
容
　
禁
煙
飲
食
店
の
成
功
の

鍵
（
費
用
は
無
料
）

申
込
み

12
月
28
日
（
火
）
ま
で

に
電
話
ま
た
は
F
A
X
（
参
加
者

氏
名
、
飲
食
店
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
）
で
。

11
No.643

11
月
8
日
は
私
の
誕
生
日
で
あ

る
。
還
暦
を
過
ぎ
る
と
大
き
な
関

心
事
で
は
な
い
が
、
公
務
を
調
整

し
て
休
暇
を
も
ら
い
、
久
し
ぶ
り

に
ワ
ン
デ
ー
ト
リ
ッ
プ
を
楽
し
ん

だ
。
行
く
先
は
「
江
の
島
」
で
あ

る
。
家
族
や
中
高
年
者
だ
け
で
な

く
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
「
聖
地
」、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
し

て
若
い
人
に
も
人
気
が
あ
る
。

秋
の
気
配
が
高
ま
り
、
雲
一
つ

な
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、
穏
や
か
な

相
模
湾
に
江
の
島
が
浮
か
ぶ
。
江

の
島
に
は
小
学
生
の
修
学
旅
行
で

初
め
て
訪
れ
た
。
こ
れ
ま
で
ゆ
っ

く
り
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

今
回
は
一
日
か
け
て
楽
し
ん
だ
。

周
囲
を
海
蝕
崖
に
囲
ま
れ
た
江

の
島
は
、
古
く
は
宗
教
修
行
の
場

で
あ
り
、
空
海
や
一
遍
な
ど
も
訪

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
源
頼

朝
が
奥
州
藤
原
氏
討
伐
の
た
め
、

「
弁
財
天
」
を
勧
請
し
て
か
ら
、

参
詣
地
と
な
っ
た
。
弁
財
天
は
、

悪
龍
退
治
の
伝
説
が
あ
り
武
士
の

信
仰
を
集
め
た
。
現
在
の
艶
め
か

し
い
姿
は
、
江
戸
期
に
入
っ
て
か

ら
で
、
江
戸
も
後
半
に
入
る
と
、

庶
民
の
行
楽
地
と
し
て
賑
わ
っ

た
。現
在
の
江
島
神
社
の
祭
神
は
、

神
仏
分
離
の
影
響
で
海
の
神
の
宗

像
三
女
神
で
あ
る
。

江
の
島
は
グ
ル
メ
の
島
。
磯
料

理
は
も
ち
ろ
ん
、
名
物
の
江
の
島

丼
、
し
ら
す
丼
、
海
苔
よ
う
か
ん

も
あ
る
。
驚
い
た
の
は
タ
コ
せ
ん

江
の
島
紀
行

べ
い
だ
。
小
さ
な
生
ダ
コ
数
匹
を

一
枚
に
焼
き
上
げ
る
。
キ
ュ
ー
キ

ュ
ー
と
い
う
声
が
聞
こ
え
な
く
な

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
香
ば
し
い

せ
ん
べ
い
が
出
来
上
が
る
。

奥
の
岩
屋
ま
で
歩
く
と
、
段
差

も
あ
り
相
当
疲
れ
る
。
富
士
山
は

か
す
ん
で
見
え
な
か
っ
た
が
、
サ

ザ
ン
ビ
ー
チ
沖
の
烏
帽
子
岩
が
近

く
に
見
え
て
、
晴
れ
晴
れ
し
た
一

日
を
過
ご
せ
た
。
夕
暮
れ
時
に
寄

っ
た
高
台
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
の

景
色
（
味
で
は
な
く
）
は
思
い
出

に
残
る
も
の
で
し
た
。（
笑
）

さ
て
、
二
期
目
の
市
政
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。「
怒
り
は
無
知
」「
涙

は
修
行
」「
笑
い
は
悟
り
」。
先
輩

か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉
で
あ
る
。

お
ご
る
こ
と
な
く
、
何
事
に
も
真

摯
に
向
き
合
い
、
真
剣
勝
負
で
進

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

安
行
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
講
座

冬
休
み
書
き
初
め
教
室

交
通
遺
児
等
援
護
金

市
民
囲
碁
大
会

禁
煙
飲
食
店
で
も
経

営
が
成
り
立
つ
秘
訣

東
京
入
国
管
理
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

調
理
業
務
従
事
者
届
出

◎
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
◎

◆
次
の
方
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

【
秋
の
叙
勲
】

●
瑞
宝
単
光
章
（
元
鳩
ヶ
谷
市

消
防
団
分
団
長
）
福
田
茂

【
知
事
表
彰
】

●
消
防
功
労
　
　

矢
作
悦
一

●
社
会
福
祉
功
労
　
鳩
ヶ
谷
市

く
ら
し
の
会

【
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
】

●
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活
動

小
原
敏
子

●
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
活
動

大
熊
伊
佐
夫

や
す
ら
ぎ
会
館
ふ
れ
あ
い

昼
食
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
健
や
か
な
心
身
を
育
て
る
活
動

島
田
絹
代

清
水
貴
美
枝


